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特 集

議
員
定
数

削
減
決
定
20
人
か
ら
18
人
へ

同
時
選
挙
は
実
施
せ
ず

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
時
代
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
議
会
改
革
を
行
う
た
め
、『
議
員
定
数
等
に
関
す
る
調
査
』
と

『
議
員
任
期
に
関
す
る
調
査
』
を
２
つ
の
分
科
会
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
９
月
定
例
会
に
大
隅
町
・
財
部
町
・
末
吉
町
の
各
町
公
民
館
長
等
連
絡
協
議
会
会
長
の
連
名
で
「
市
長
選
挙
と
議
会
議
員

選
挙
の
同
時
開
催
並
び
に
議
会
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
陳
情
書
」
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
審
査
を
付
託
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
参
考
人
と
し
て
陳

情
者
か
ら
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
内
容
及
び
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
員
定
数
等
に
関
す
る
調
査
分
科
会

南九州市議会での事務調査の様子

1
地
方
議
会
セ
ミ
ナ
ー
で
の
調
査

セ
ミ
ナ
ー
で
は
６
つ
の
算
定
方
法
が
示
さ
れ
、

各
方
式
の
議
員
定
数
を
算
定
す
る
上
で
の
基
本
的

な
考
え
方
や
全
国
的
な
デ
ー
タ
等
を
基
に
、
曽
於

市
で
は
何
人
が
適
当
か
の
試
算
結
果
も
具
体
的
に

示
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
常
任
委
員
会
数
方
式
」	

▽
18
人

②
「
人
口
比
例
方
式
」	

▽
17
・
３
人

③
「
小
学
校
区
方
式
」　			

▽
20
人

④
「
議
会
費
固
定
方
式
」	

▽
19
人

⑤
「
類
似
都
市
と
の
比
較
方
式
」	

▽
18
人

⑥
「
面
積
・
人
口
方
式
」	

▽
20
人

2
南
九
州
市
議
会
で
の
調
査

南
九
州
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
議
会

主
導
で
議
員
の
定
数
を
削
減
し
て
き
ま
し

た
。
若
手
議
員
ら
か
ら
「
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
く
べ
き
」
と
の
声
が
あ
り
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

そ
の
結
果
、約
半
数
が
「
減
ら
す
べ
き
」

と
回
答
し
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
議

員
の
定
数
を
削
減
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

本市と南九州市の比較（令和 5年12月末現在）
曽於市 南九州市

人口 32,933 人 32,072 人
改正前 20人 20人
改正後 18人 18人
任期開始日 令和 7年12月 1日 令和 5年12月23日
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今までの流れ
議員定数 議員任期

R4.03.25 特別委員会設置 R4.03.25 特別委員会設置
R4.04.15 第１回分科会 R4.04.15 第１回分科会
R4.06.24 第２回分科会 R4.06.24 第２回分科会
R4.08.02 地方議会セミナー（京都市）1 R4.8.3～4 事務調査（名張市）7
R4.12.19 第３回分科会 R4.12.19 第３回分科会
R5.05.25 事務調査（南九州市議会）2 R5.02.07 事務調査（阿久根市）8
R5.06.16 第４回分科会 R5.06.16 第４回分科会
R5.08.21 第５回分科会 R5.08.21 第５回分科会
R5.09.04 市長選挙と議会議員選挙の同時開催並びに議会議員定数削減に関する陳情書
R5.10.13 第６回分科会
R5.10.23 参考人からの意見聴取3 R5.10.23 参考人からの意見聴取3
R5.11.22 議員間討議4 R5.11.22 議員間討議9
R5.12.06 各委員からの意見聴取・検討・まとめ5 R5.12.06 各委員からの意見聴取・検討・まとめ⓾

R5.12.25 陳情について賛成多数で可決6議員発議により定数20から18へ R5.12.25 陳情について反対多数で否決⓫

3
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取

参
考
人
（
陳
情
者
）
か
ら
、
曽
於
市
の
人
口
は

合
併
以
降
、
過
疎
化
、
少
子
化
に
よ
り
急
速
に
減

少
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
市
長
と
議
会
議
員
の

同
時
選
挙
の
開
催
や
議
員
定
数
削
減
の
議
論
は
避

け
て
通
れ
な
い
と
感
じ
、
公
民
館
長
等
の
中
で
も

各
場
面
で
意
見
交
換
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
受
け
、
各
地
域
で
議
論
し
た
結
果
、

陳
情
項
目
１
「
市
長
選
挙
と
議
会
議
員
選
挙
を
令

和
７
年
７
月
に
同
時
開
催
す
る
こ
と
」

陳
情
項
目
２
「
同
規
模
自
治
体
を
参
考
に
さ
れ
、
次

回
選
挙
か
ら
議
会
議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
」

を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

4
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
基
に
議
論

５
つ
の
協
議
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
テ
ー
マ
ご
と

に
委
員
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
総
括
的
に
協
議

し
、
そ
の
意
見
及
び
調
査
内
容
を
特
別
委
員
会
に

報
告
し
ま
し
た
。
※
表
１
を
参
照

5
特
別
委
員
会
で
の
協
議
結
果

特
別
委
員
会
で
の
総
括
的
な
討
議
で
は
、
民
意

が
市
政
に
ま
す
ま
す
届
か
な
く
な
る
と
の
懸
念
か

ら
「
現
状
維
持
す
べ
き
」
と
の
意
見
と
、
人
口
減

少
の
問
題
や
類
似
団
体
と
の
比
較
、
陳
情
の
重
み

を
考
慮
し
て
「
定
数
を
削
減
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
と
し
て
定
数
の
素
案
を
協
議
し

た
結
果
、
次
期
選
挙
か
ら
現
状
の
「
20
人
」
か

ら
２
人
削
減
の
「
18
人
」
と
す
る
案
が
多
数
を

占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

①	議会運営性 ・現状の３つの常任委員会は必要。人数も運営上、委員長以外に最低５人は確保が必要。
　よって18人が下限なのでは。

②	人口・面積
・合併当初の人口から約１万人も減少し、既に見直しの時期に来ていると認識すべき。
・面積が広大な本市にあっては、議員自体が旧町の垣根を越えて議員活動を行うという考え方を
持つべき。

③	地域性

・市の中心部以外の地域から声が上がらなくなる危機感を感じており、削減は市民にとっても良
いことばかりではない。
・削減により、大隅、財部地区の議員が少なくなるおそれがある。議員活動が市民に見えづらく
なることが心配される。
・定数を削減すれば、地域の公民館・コミュニティ組織を含めた体制の整備も同時に行うことが
必要。

④	市民意見

・住民からの議会に対する目は非常に厳しい。議員に自覚を促していると捉え、真摯に受け止め
るべき。
・陳情が出されたことは重く受け止めるが、市の中心部以外から議員がいなくなるという覚悟が
市民も含めて必要。
・人口減少により定数を減らすべきという意見がある中で、議員活動を自ら市民に広く知らしめ、
議会が活発に議論する場になるように努めていくべき。

⑤	その他 　特に意見なし

（※6以降は P4・P5 を参照）

表
１

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



議
員
任
期
に
関
す
る
調
査
分
科
会

7
三
重
県
名
張
市
議
会
で
の
調
査

名
張
市
で
は
昭
和
29
年
の
市
政
施

行
の
際
、
在
任
特
例
で
議
員
任
期
を

５
か
月
延
長
し
た
た
め
、
市
長
選
挙

の
４
か
月
後
に
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
３
月
議
会
に
「
議
会
の

解
散
に
関
す
る
決
議
」
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
が
、
賛
成
12
、
反
対
７
で
特

別
多
数
決
の
５
分
の
４
以
上
の
要
件

を
満
た
さ
ず
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
の
議
会
報
告
会
で
は
、

多
く
の
地
域
で
「
同
日
選
挙
」
を
要

望
す
る
声
が
あ
り
、
市
民
か
ら
要
望

書
の
提
出
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
令
和

４
年
３
月
定
例
会
で
「
議
会
の
解
散
に

関
す
る
決
議
」
が
上
程
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
解
散
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
市
民
を
対
象
に
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
議
会
報
告
会
で
の

議
論
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

※
議
会
の
解
散
は
、
特
例
法
に
よ

り
議
員
数
の
４
分
の
３
以
上
（
本
市

15
人
以
上
）
が
出
席
し
、
そ
の
５
分

の
４
以
上
の
同
意
が
必
要
で
す
。

8
阿
久
根
市
議
会
で
の
調
査

阿
久
根
市
議
会
で
は
、
陳
情
を
賛

成
多
数
で
採
択
す
べ
き
と
の
結
論
を

得
て
、
７
名
の
議
員
か
ら
「
解
散
に

関
す
る
決
議
」
が
提
出
、
無
記
名
投

票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
賛
成
６
、

反
対
５
で
賛
成
が
過
半
数
と
な
っ
た

も
の
の
、
議
会
の
解
散
に
必
要
な
特

例
法
に
規
定
さ
れ
る
出
席
議
員
の
５

５分の４の要件５分の４の要件

出席者数 可決人数

15人 12人以上

16人 13人以上

17人 14人以上

18人 15人以上

19人
16人以上

20人
名張市議会での事務調査の様子

分
の
４
以
上
に
達
せ
ず
、
解
散
に
は

至
ら
な
か
っ
た
経
緯
を
確
認
し
ま
し

た
。

9
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
基
に
議
論

委
員
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

「
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
は

意
味
が
違
う
」
な
ど
の
『
現
状
維
持
』

の
意
見
と
、「
人
口
減
少
に
加
え
て

市
民
か
ら
の
要
望
も
多
い
」
な
ど
の

『
同
時
選
挙
』
と
す
る
意
見
が
拮
抗

し
、
ま
た
、「
経
費
削
減
の
効
果
に

関
す
る
情
報
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
た
め
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
で
試
算
し
た
結
果
、
推
定

で
約
１
６
０
０
万
円
削
減
可
能
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
再
度
、
分
科
会
と
し

て
の
方
向
性
を
議
論
し
ま
し
た
が
、
賛

否
両
論
あ
り
、
分
科
会
と
し
て
合
意
形

成
す
る
に
至
ら
ず
、
賛
否
両
方
の
意
見

が
出
さ
れ
た
こ
と
を
特
別
委
員
会
に

報
告
し
ま
し
た
。

�
特
別
委
員
会
で
の
協
議
結
果

議
員
任
期
に
関
す
る
討
議
結
果
を

踏
ま
え
、
各
委
員
か
ら
意
見
を
聴
取

し
た
結
果
、
市
長
選
挙
と
議
会
議
員

選
挙
を
市
長
選
挙
に
合
わ
せ
て
同
日

に
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
賛

成
、
反
対
の
意
見
が
拮
抗
し
、
同
日

選
挙
の
実
施
に
賛
成
す
る
委
員
が
過

半
数
に
は
達
し
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

・二元代表制の考え方からすれば、市長
と議員の立場はまったく別。選挙が一
緒になれば経費削減にはなるが、それ
だけでは推し量れない問題がある。

・合併当初の特例で議員選挙が11月に
実施されてきたが、合併後約20年を
経過しようとしている今、陳情が出さ
れたことを重く受け止めるべき。

・同日選挙は、費用削減、投票率の向
上、職員の労力軽減などのメリットが
大きい。市民から見れば、なぜ選挙を
２回しなければならないのか理解し難
い。陳情を重く受け止めなければなら
ない。

・市民から負託された任期４年間を、解
散により議員自ら放棄することが、議
員としていいのか考えるべき。

・議会解散の議決は出席議員の５分の
４以上の者の同意を必要とする。議
員のほとんどが、どうしても解散しな
ければならないという結論に至らない
限りは、同時選挙はしばらく実施すべ
きではない。

【分科会での委員からの意見】

4曽於市議会だより№ 75　令和 6年 2月 1日発行



6
�
陳
情
第
9
号

特
別
委
員
会
で
の
審
査
を
終
え
、

本
陳
情
の
う
ち
、
陳
情
項
目
１
「
市

長
選
挙
と
議
会
議
員
選
挙
を
令
和
７

年
７
月
に
同
時
開
催
す
る
こ
と
」
に

つ
い
て
は
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
と
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
陳
情
項
目
２
「
同
規
模

自
治
体
を
参
考
に
さ
れ
、
次
回
選
挙

か
ら
議
会
議
員
定
数
を
削
減
さ
れ
る

こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
採
択
す
る
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

※
陳
情
の
採
決
結
果
は
Ｐ
９
を
参
照

市
長
選
挙
と
議
会
議
員
選
挙
の
同

時
開
催
並
び
に
議
会
議
員
定
数
削

減
に
関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て

賛
成
討
論

片田議員：
　市長選挙と市議会議員選挙が別々に行われている経緯は、市町村合併時の経緯で先送りされたと思っている。議会改
革調査特別委員会は、この問題を検討しており、同日選挙に関する調査も実施している。公民館長代表からの陳情には、
経費削減や同日選挙による住民負担・職員の業務負担軽減が含まれており、これを市民の代表として重要視し、賛成である。

矢上議員：
　わずか半年の間に２回も市長選・市議選の選挙をするよりも、1600 万円の経費削減になるのであれば同日選挙でよい。

反
対
討
論

山中議員：
　市長が途中で辞職した場合、議会も辞職するかどうかが未定。市長の事故等で、議員が総辞職するか議論が煮詰まって
いない。別日の選挙を行うか未だ議論が深まっておらず、場当たり的な総辞職は避けるべき。市議会議員選挙の高い投票率

（前回 68％）に対し、市長選挙の低い投票率（前回 57％）を考えると投票率を上げるためという理由は合理性に欠け、同
時開催に反対の立場である。

徳峰議員：
　選挙が本質的に異なり、制度や役割が別個である。経費削減の理由というのは、側面から見た一つの便宜的な理由であり、
混同してはならないというのが基本的な考えである。合併後、曽於市は過去５回、力量のある議員の方々が市長選挙に立
候補され、ほぼ互角の戦いを行ってきた。これは大きな立場から見るならば、議会の活性化並びに市当局との良い意味で
の緊張関係を保つ、更に広く言って曽於市の地方自治の前進にとっては、私は大きなプラスであったとみている。

今鶴議員：
　今回の陳情は非常に重く受け止めているが、地方公共団体の議会の特例法には、議会の解散の議決には、出席議員の
５分の４以上、つまり19 名の議員のうち 16 名の同意が必要である。しかし、現在は賛否が拮抗しており、議会の解散には、
議員の総意として充分な相互理解が必要である。今回、本陳情を採択したとしても、議会を解散できなければ、市民に
誤解と混乱を招くおそれがある。

� 陳情項目１「市長選挙と議会議員選挙を令和７年７月に同時開催すること」

6 陳情項目２「同規模自治体を参考にされ、次回選挙から議会議員定数を削減されること」

賛
成
討
論

山中議員：
　３常任委員会制度の維持は定数２削減までであれば、最低限の審議の質が維持できると認識している。本市は合併当時か
ら人口減少が続いている一方で、予算規模は平成 25 年度の２３１億円から令和４年度の２９９億円と拡大している。予算規模
が拡大すれば当然審議する内容も多くなり、審議の質の維持が課題となる。定数２削減であれば３常任委員会制度を維持でき、
一方で議員が減った分の費用は充実した研修プログラムや改革アドバイザーシステムに充て、質の向上に努めるべきである。
他自治体の事例を参考にしつつ、議会改革を単なるコストカットにとどめず、総合的な取組を同時並行で行うべきである。

反
対
討
論

鈴木議員：
　議員定数削減のメリットは主に経費節減であり、将来的に報酬の見直しが考えられ、経費削減はしれたものである。削
減により、議員が身近にいない地域や関心の低い地域では投票率の低下や民意の削減となり、特に若い世代や女性の立
候補が難しくなり、議員のなり手不足につながる。現在の高齢化社会で議員の役割が重要な中、人口割合だけでの削減
は適切でない。

5 ☆定例会とは年 4 回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3 月・6 月・9 月・12 月に開催します。



条
例
の一
部
改
正
や
補
正
予
算
、

各
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
な
ど
の
議
案
を
審
査
・
審
議

し
ま
し
た
。

Topic1

報
酬
等
審
議
会
に

　
　
　
　
　
あ
ら
か
じ
め
諮
問

議
案
第
68
号　

全
会
一
致　
可
決

本
案
は
、
教
育
委
員
会
等
の
行

政
委
員
会
及
び
委
員
か
ら
の
報
酬

額
の
見
直
し
に
際
し
、
報
酬
等
審

議
会
に
あ
ら
か
じ
め
諮
問
し
、
予

算
計
上
の
判
断
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

問　

新
た
に
行
政
委
員
会
の
委
員

を
対
象
と
し
て
追
加
し
た
理
由
は

何
か
。

答　

市
民
に
開
か
れ
た
報
酬
額
の

決
定
過
程
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
透
明
性
が
高
め
ら
れ
る
。

問　

ほ
か
の
自
治
体
の
状
況
は
。

答　

県
内
19
市
で
同
じ
よ
う
に
条

例
改
正
し
て
い
る
市
は
現
時
点
で

は
な
い
。

Topic2

被
保
険
者
の
産
前
産
後

　
　
　
期
間
の
保
険
税
を
減
額

議
案
第
70
号　

全
会
一
致　
可
決

法
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者
の

産
前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険

税
を
減
額
す
る
た
め
に
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
被
保
険
者
が
単

胎
妊
娠
の
場
合
、
出
産
予
定
月
の

前
月
か
ら
翌
々
月
ま
で
の
期
間
に

最
大
12
分
の
４
の
額
を
、
多
胎
妊

娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
月
の
３

か
月
前
か
ら
翌
々
月
ま
で
の
期
間

に
最
大
12
分
の
６
の
額
を
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
か
ら
減
額
す
る

内
容
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

Topic3

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
内
の
各
施
設

　
　
　
　
　
　
利
用
者
が
決
定

議
案
第
73
・
74
・
75
号

　
　
　
　
　
　

全
会
一
致　
可
決

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
（
南
九
州
畜
産
獣
医

学
拠
点
）
内
の
施
設
を
３
年
間
独

占
的
に
利
用
さ
せ
る
内
容
で
す
。

問　
各
施
設
の
年
間
使
用
料
は
。

答　

次
の
と
お
り
で
あ
り
、
牛
・

馬
飼
養
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

牛
の
導
入
開
始
か
ら
数
年
間
は
大

き
な
収
益
が
見
込
め
な
い
、
馬
事

業
の
み
で
の
大
き
な
収
益
が
見
込

め
な
い
こ
と
等
か
ら
軽
減
す
る
。

問　

馬
飼
養
施
設
の
馬
の
搬
入
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
事

業
計
画
で
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
ク
ラ
ブ
馬
及
び
預
託
馬
を
11
頭

搬
入
す
る
計
画
で
あ
る
。

問　

引
退
し
た
競
走
馬
の
搬
入
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答　

競
馬
で
優
勝
し
た
よ
う
な
引

退
馬
の
馬
主
は
、
預
け
先
の
施
設

の
飼
育
実
績
を
重
く
見
る
た
め
、

現
状
、
未
だ
実
績
の
な
い
本
施
設

に
引
退
馬
を
預
け
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

TopicsTopics

第 4 回定例会

令和5年
12月 1日から
12月25日まで
（25日間）

市のホームページ
にリンクします。

国民健康保険税の
産前産後免除
制度について

Link

今春オープンするＳＫＬＶ

施設名 事業者名等
年間使用料

※牛・馬飼養施設は使用料の
軽減が適用されています。

（　　）内は条例上の使用料

牛飼養
施設

鹿児島県経済農業協同
組合連合会

200万円
（617万6,000円)

鶏飼養
施設 国立大学法人鹿児島大学 95万3,000円

馬飼養
施設

有限会社カナディアン
キャンプ乗馬クラブ

100万円
（533万2,000円）

6曽於市議会だより№ 75　令和 6年 2月 1日発行



Topic4

期
末
手
当
等
に
係
る
支
給

　
　
　
　
　
割
合
を
引
き
上
げ

議
案
第
87
・
88
号　

全
会
一
致　
可
決

特
別
職
等
で
は
、
12
月
に
支
給

す
る
特
別
職
及
び
議
会
議
員
に

係
る
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

１
０
０
分
の
１
５
５
か
ら
１
０
０

分
の
１
６
５
に
引
き
上
げ
、
令
和

６
年
度
以
降
の
期
末
手
当
を
平
準

化
す
る
改
正
内
容
で
す
。
ま
た
、

一
般
職
の
職
員
に
つ
い
て
も
12
月

の
期
末
・
勤
勉
手
当
に
係
る
支
給

割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５
月
分

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
行
政
職

給
料
表
を
平
均
１
・
１
％
引
き
上

げ
る
改
正
で
す
。

Topic5

諏
訪
団
地
１
戸
を
譲
渡

議
案
第
71
号　

全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
地
域
振
興
住
宅
譲
渡
条

例
に
基
づ
き
、
諏
訪
団
地
１
戸
を

譲
渡
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
連
す

る
規
定
を
改
正
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問　

住
宅
の
譲
渡
価
格
は
。

答　

譲
渡
価
格
は
３
９
２
万
９
０

０
０
円
で
、
価
格
の
算
出
に
当

た
っ
て
は
、
公
営
住
宅
の
複
成
価

格
の
算
出
方
法
に
準
拠
し
た
。

Topic6

各
施
設
の
指
定
管
理
者
決
ま
る

議
案
第
76
・
77
・
78
・
79
・
80
号

　
　
　
　
　
　

全
会
一
致　
可
決

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
の
指
定
管
理
料
は
次

の
と
お
り
計
画
さ
れ
て
い
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
使
用

料
の
減
額
に
つ
い
て
は
あ
る
の
か
。

答　

減
額
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
の
運
営
に
関
す

る
各
事
業
者
の
決
定
を
経
て
、
今

後
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
る
よ

う
、
本
市
も
十
分
な
協
力
体
制
を

と
る
よ
う
に
。

Topic7

曽
於
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

　
　
配
置
す
る
厨
房
機
器
を
取
得

議
案
第
72
号　

全
会
一
致　
可
決

改
築
す
る
曽
於
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
配
置
す
る
厨
房
機
器
を

取
得
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
落
札
者

㈱
中
西
製
作
所
鹿
児
島
営
業
所

◆
落
札
価
格　
　
　
◆
落
札
率

５
３
９
０
万
円　
　
9
7
・
１
％

Topic8

令
和
５
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
９
号
）
を
可
決

議
案
第
82
号　

全
会
一
致　
可
決

歳
入
は
、
国
の
現
年
発
生
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
負
担

金
や
県
の
活
動
火
山
周
辺
地
域
防

災
営
農
対
策
事
業
費
補
助
金
等
を

追
加
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

歳
出
は
、
管
理
研
究
棟
及
び
地

域
交
流
棟
設
備
増
設
工
事
等
の
追

加
に
よ
る
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠

点
事
業
費
や
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
、
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災

営
農
対
策
事
業
費
、
肉
用
子
牛
生

産
推
進
緊
急
支
援
対
策
事
業
費
、

台
風
６
号
の
災
害
発
生
に
よ
る
工

事
請
負
費
等
の
追
加
が
主
な
も
の

で
す
。

２
億
９
９
４
５
万
円
追
加

予
算
総
額

２
９
８
億
９
０
７
３
万
円

議案番号 施設名等 管理者名 指定管理期間

77号 ＳＫＬＶ 一般財団法人
スクラブそお

令和6年 4月 1日から
令和 9年 3月31日まで ３年間

76号 大隅弥五郎伝説の里

社会福祉法人
曽於市社会福祉
協議会 令和6年 4月 1日から

令和11年 3月31日まで ５年間
78号 大隅デイサービスセンター

79号 財部保健福祉センター

80号 曽於市ゆず冷凍保管庫
株式会社
メセナ食彩センター

指定管理料
令和６年度

2,207万8,000円
令和７年度
2,519万円
令和８年度

2,447万3,000円

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



　

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中 

雅
人
委
員
長
）

【
に
ぎ
わ
い｢

そ
お
生｣

事
業
の

古
民
家
再
生
活
用
モ
デ
ル
提
案
事

業
補
助
金
】

問　

今
後
、
建
物
の
解
体
も
考
え

ら
れ
る
か
。

答　

検
討
委
員
会
で
解
体
も
含
め

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
曽
於
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管

理
費
】

問　

曽
於
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

管
理
費
の
施
設
管
理
用
品
４
０
６

万
１
０
０
０
円
の
増
額
に
つ
い
て

の
内
容
は
。

答　

ガ
ス
冷
却
噴
射
ノ
ズ
ル
や
コ

ン
ベ
ア
チ
ェ
ー
ン
等
の
緊
急
性
が

高
く
納
品
に
時
間
を
要
す
る
物
品

を
あ
ら
か
じ
め
ス
ト
ッ
ク
と
し
て

保
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水 

豊
委
員
長
）

【
生
涯
学
習
課
所
管
施
設
等
の
修

繕
費
】

　

所
管
施
設
等
の
修
繕
費
の
増
額

が
主
な
も
の
で
あ
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

意
見　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修

繕
費
が
年
々
増
え
て
い
る
の
で
、

当
初
予
算
で
の
予
算
確
保
が
必
要

で
あ
る
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合 

昌
昭
委
員
長
）

【
道
の
駅
及
び
四
季
祭
市
場
施
設

管
理
費
】

問　

防
災
備
品
の
無
停
電
電
源
装

置
と
は
。

答　

停
電
時
に
２
時
間
ほ
ど
電
力

を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

間
に
レ
ジ
の
締
め
作
業
や
パ
ソ
コ

ン
等
の
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
作
業
を

行
う
た
め
の
も
の
と
し
て
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
肉
用
子
牛
生
産
推
進
緊
急
支
援

対
策
事
業
給
付
金
】

問　

５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
同
給

付
金
の
給
付
実
績
は
。

答　

申
請
者
５
５
４
人
、
４
４
０

７
頭
に
対
し
て
４
４
０
７
万
円
を

給
付
し
た
。
給
付
に
当
た
っ
て
は
、

市
か
ら
対
象
者
に
通
知
を
出
し
、

そ
の
後
、
対
象
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
い
て
給
付
し
て
い
る
。

【
小
規
模
水
道
施
設
整
備
費
補
助
】

問　

増
額
補
正
の
理
由
は
。

答　

今
年
度
、
既
に
10
水
道
組
合

に
対
し
て
補
助
を
行
っ
た
が
、
今

後
３
水
道
組
合
か
ら
の
申
請
が
見

込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
増
額
補
正

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

今後、解体も含めて検討される古民家

Topic9

議
員
発
議
４
件
が

　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
ま
し
た

発議番号 件　名 内　容

3 号 曽於市議会議員定数条例の一部改
正について

社会情勢の変化や人口減少など、様々な問題により、時代に応じた対応が求められ
る中、本市議会においても、その在り方を議会改革調査特別委員会において調査し、
議論してまいりました。その経過及び結果を踏まえ、議会改革の一つとして、議員
定数を、現行の「20 人」から「18 人」に改正するものです。

4 号
不登校児童生徒に対して多様な学
習機会の確保のための経済的支援
制度の確立を求める意見書案

不登校支援の一部である多様な学習機会を確保するため、経済的支援の在
り方についての検討と財政上の措置を講ずることを国の関係機関に対し意
見書を提出しようとするものです。

5 号 五位塚市長の国政事案に対する
慎重な姿勢を求める決議案

五位塚市長は、国政の事案に対する意見表明を多くされており、その内容を巡って
物議を醸すことも多く、市長の発言の影響力の大きさから市民の分断を招く懸念も
あり、市長の一層の慎重な姿勢を求めるため提案されたものです。

6 号 曽於市議会委員会条例の一部改正
について

曽於市議会議員定数の条例の一部改正に伴い、総務常任委員会及び文教厚
生常任委員会の定数を「７人」から「６人」にそれぞれ改めるため提案さ
れたものです。
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議決結果一覧
迫議員は議長のため、議決に加わることはできないが､ 投票による表決の場合で可否同数になった
ときは、議長が可否を決定する（裁決権）ことになる。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外
（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中	

雅
人

出
水	

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上　

弘
幸

片
田　

洋
志

重
久　

昌
樹

鈴
木　

栄
一

上
村　

龍
生

岩
水　

	

豊

渕
合	

昌
昭

今
鶴　

治
信

九
日　

克
典

土
屋　

健
一

原
田
賢
一
郎

山
田　

義
盛

渡
辺　

利
治

久
長
登
良
男

徳
峰　

一
成

結　
果

議
案 第87号

曽於市特別職の職員の給与に関する条例及び曽於市議会議
員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支給に関する条例
の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 可
決

陳
情 第 9号

市長選挙と議会議員選挙の同時開催並びに議会議員定数削減に関する陳情書

陳情項目１
市長選挙と議会議員選挙を令和７年７月に同時開催すること
について

● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 不
採
択

陳情項目２
同規模自治体を参考にされ、次回選挙から議会議員定数を
削減されることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 採
択

発
議

第 3号 曽於市議会議員定数条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可
決

第 5号 五位塚市長の国政事案に対する慎重な姿勢を求める決議案 ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● 否
決

第 6号 曽於市議会委員会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可
決

賛否が別れた案件

第４回定例会で全会一致で可決された案件

区分 議案番号 件　名

議　
案

第68号 曽於市特別職報酬等審議会条例の一部改正
について

第69号 曽於市行政組織条例の一部改正について

第70号 曽於市国民健康保険税条例の一部改正につ
いて

第71号 曽於市地域振興住宅条例の一部改正につい
て

第72号 財産の取得について

第73号 公の施設を長期かつ独占的に利用させるこ
とについて

第74号 公の施設を長期かつ独占的に利用させるこ
とについて

第75号 公の施設を長期かつ独占的に利用させるこ
とについて

第76号 指定管理者の指定について

第77号 指定管理者の指定について

第78号 指定管理者の指定について

第79号 指定管理者の指定について

第80号 指定管理者の指定について

第81号 令和５年度曽於市一般会計補正予算（第８
号）について

区分 議案番号 件　名

議　
案

第83号 令和５年度曽於市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）について

第84号 令和５年度曽於市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）について

第85号 令和５年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第２号）について

第86号 令和５年度曽於市生活排水処理事業特別会
計補正予算（第３号）について

第88号 曽於市職員の諸給与に関する条例の一部改
正について

第89号 令和５年度曽於市一般会計補正予算（第 10
号）について

第90号 令和５年度曽於市国民健康保険特別会計補正
予算（第４号）について

第91号 令和５年度曽於市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）について

第92号 令和５年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第３号）について

第93号 令和５年度曽於市生活排水処理事業特別会
計補正予算（第４号）について

第94号 令和５年度曽於市水道事業会計補正予算（第
３号）について

第95号 令和５年度曽於市公共下水道事業会計補正予
算（第２号）について

発
議 第 4号

不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確
保のための経済的支援制度の確立を求める
意見書案

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
8名の議員登壇

◆ 令和 5 年12月12日

1 ．徳
とく

峰
みね

 一
かず

成
なり
（日本共産党）… …………………………………………………P11

○市民のくらしを守る物価支援策を　　○施設等の老朽化対策に力を入れよ
○会計年度任用職員の待遇改善を

2 ．上
かみ

村
むら

 龍
たつ

生
お
（創政会）… ………………………………………………………P12

○人口減少対策　　○優秀な農村の「顕彰制度」の採用　　○交流人口増対策

3 ．山
やま

中
なか

 雅
まさ

人
と

 （さくら会）… ……………………………………………………P13
○南九州畜産獣医学拠点　　○本市の介護施設における人手不足　　○地域の防犯対策

4 ．矢
や

上
がみ

 弘
ひろ

幸
ゆき
（れいわ会）… ……………………………………………………P14

○かごしま国体　　○総合大学　　○閉校跡地の活用法　　○子ども議会
※掲載以外の質問項目　○特任校　　○ SOO GOOD FM

◆ 令和 5 年12月13日

5 ．今
いま

鶴
づる

 治
はる

信
のぶ
（創志会）… ………………………………………………………P15

○農業公社　　○観光振興　　○台湾里港郷との交流

6 ．出
い

水
ずみ

 優
ゆう

樹
き
（れいわ会）… ……………………………………………………P16

○有害鳥獣対策　　○本市の農業　　○人口減少問題

7 ．岩
いわ

水
みず

 豊
ゆたか

（新生会）………………………………………………………………P17
○南九州畜産獣医学拠点事業　　○肉用子牛生産推進緊急支援対策事業
○曽於市独自の小規模農家支援

8 ．瀬
せ

戸
と

口
ぐち

 恵
え

理
り
（さくら会）… …………………………………………………P18

○孤独・孤立対策　○小児科不足問題　　○オーガニック給食の推進
※掲載以外の質問項目　○公園の防犯対策　
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問　

新
年
度
予
算
は
、
す

べ
て
の
市
民
が
共
感
で
き

る
支
援
策
を
議
会
に
提
案

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

商
品
券
事
業
は
新

年
度
も
検
討
し
た
い
。
そ

の
ほ
か
の
支
援
策
を
当
初

予
算
で
提
案
す
る
こ
と
は
、

今
は
言
え
な
い
。

施
設
等
の
老
朽
化
対
策
に

力
を
入
れ
よ

問　

修
繕
等
の
計
画
が
あ

る
64
施
設
の
中
で
、
令
和

４
年
度
は
２
億
８
３
７
万

円
の
計
画
に
実
行
は
４
５

１
９
万
円
、
５
年
度
は
２

億
２
３
５
９
万
円
の
計
画

に
実
行
は
８
３
８
万
円
と
、

老
朽
化
対
策
が
大
変
遅
れ

て
い
る
。

　
例
え
ば
、
財
部
北
地
区

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
は
本

年
度
建
替
の
計
画
だ
っ
た
。

い
つ
建
て
る
の
か
。

市
長　

い
つ
建
て
る
か

は
、
今
は
答
弁
で
き
な
い
。

近
々
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

大
隅
文
化
会
館
は
昨

年
か
ら
冷
房
が
故
障
し
て

い
る
。
新
年
度
に
修
繕
で

き
る
か
。

市
長　

修
繕
に
１
億
円
が

必
要
で
あ
る
。
修
繕
し
ま

す
と
は
断
言
で
き
な
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

待
遇
改
善
を

問　
こ
の
３
年
間
に
、
退

職
金
が
支
給
さ
れ
る
フ
ル

タ
イ
ム
職
員
は
、
62
人
か

ら
４
人
に
減
ら
さ
れ
て
い

る
。
新
年
度
か
ら
、
フ
ル

タ
イ
ム
職
員
は
も
と
の
人

数
に
も
ど
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

私
は
フ
ル
タ
イ
ム

職
員
は
な
る
べ
く
減
ら
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

労
働
政
策
の
後
退
で

あ
り
、
あ
き
れ
た
答
弁
で

は
な
い
か
。
こ
の
12
月
議

会
で
会
計
年
度
任
用
職
員

は
期
末
手
当
の
引
上
げ
が

な
く
不
公
平
で
あ
る
。
新

年
度
で
待
遇
改
善
を
は
か

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

市民のくらしを守る
物価支援策を

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／商品券事業は検討したい

市
民
の
く
ら
し
を
守
る

物
価
高
対
策
を

ちょっと
ひとりごと

会計年度任用職員は
曽於市民。
待遇改善を

強く求めたい

老朽化した市有施設の現状

市有施設総数 420施設

耐用年数を過ぎた施設 240施設

徳徳
と くと く

峰峰
みねみね

  一一
かずかず

成成
なりな り

（日本共産党）（日本共産党）

会計年度任用職員の特徴と現状
フルタイム職員 パート職員

給　料 報　酬
期末手当有り 期末手当有り
退職金有り 退職金無し

令和 2年 62人 132人

令和 5年 4人 213人

11 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



問　

合
併
後
の
人
口
減
少

予
想
と
実
態
は
。

市
長　

合
併
後
15
年
で
約

５
４
０
０
人
の
減
少
と
予

想
し
て
い
た
が
、
実
態
は

９
７
０
０
人
の
減
少
と
な

り
、
予
想
よ
り
人
口
減
少

傾
向
が
進
行
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
予
想
は
。

市
長　

令
和
27
年
度
に
は

２
万
４
１
６
人
に
な
る
と

予
想
し
て
い
る
。

優
秀
な
農
村
の

「
顕
彰
制
度
」
の
採
用

問　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
で
、
２

０
５
０
年
度
に
は
日
本
の

農
業
は
潰
れ
る
と
言
い
一

方
で
「
日
本
の
復
活
は
農

村
の
復
活
だ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
農
村
に
一
定
の

誇
り
が
持
て
な
い
環
境
は

国
が
滅
び
る
。
元
気
な
農

村
に
何
と
し
て
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。
そ
う
で
な
い

と
後
継
者
の
魂
に
も
火
が

付
か
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
改

善
策
と
し
て
市
民
か
ら
、

「
優
秀
な
農
村
を
選
び
未

来
推
奨
型
の
『
家
』
と
し

て
顕
彰
（
表
彰
）
を
行
う
。

そ
れ
を
契
機
に
し
て
、
さ

ら
に
そ
の
地
域
を
充
実
さ

せ
る
た
め
建
設
業
等
も
繁

栄
さ
せ
農
村
の
形
態
も
変

え
、
若
者
の
後
継
者
人
口

増
も
期
待
で
き
る
よ
う
に

す
る
」
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た
。

　
市
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
提
案
内
容

の
説
明
に
行
く
と
話
し
て

い
る
が
。

市
長　

良
い
提
案
で
あ
れ

ば
聞
き
取
り
を
行
い
市
の

政
策
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。交

流
人
口
増
対
策

問　

山
口
県
元
乃
隅
神
社

が
こ
こ
４
・
５
年
で
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
が
急
速

に
伸
び
て
い
る
。
こ
こ
は
、

１
２
３
基
の
鳥
居
が
個
人

や
団
体
等
に
よ
り
、
商
売

繁
盛
・
縁
結
び
・
健
康
祈

願
等
と
し
て
奉
納
さ
れ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
放
送

局
Ｃ
Ｎ
Ｎ
で
放
映
さ
れ
て

か
ら
、
急
速
に
観
光
客
が

伸
び
た
神
社
で
あ
る
。
個

人
の
神
社
で
も
構
わ
な
い

が
、
曽
於
市
に
そ
の
よ
う

な
神
社
を
設
置
す
る
こ
と

に
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

市
長　

元
乃
隅
神
社
の
よ

う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
注
目

さ
れ
、
観
光
客
が
増
え
た

こ
と
は
地
域
へ
の
経
済
効

果
等
が
見
込
ま
れ
、
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

曽
於
市
で
も
何
ら
か
の
方

策
を
考
え
た
い
。

合併後の人口減少速度は

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
市長／当初予測より相当早めの減少と
　　　なっている

人
口
減
少
対
策

ちょっと
ひとりごと

美しい
農村風景を

美しい農村風景

123 基の鳥居

QuestionQuestion

上上
かみかみ

村村
むらむら

  龍龍
たつたつ

生生
おお

（創政会）（創政会）
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問　

預
託
馬
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
の

引
退
馬
を
中
心
に
引
き
受

け
る
予
定
だ
っ
た
が
そ
れ

が
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。企

画
政
策
課
長　

本
施
設

は
飼
育
実
績
の
な
い
施
設

の
た
め
、
難
色
を
示
す
馬

主
が
い
る
の
が
理
由
で
あ

る
。

問　

預
託
馬
が
な
け
れ
ば

委
託
料
も
入
っ
て
こ
な
い

が
、
馬
施
設
の
収
益
は
大

丈
夫
か
。

企
画
政
策
課
長　

現
在
福

岡
県
宗
像
市
の
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
キ
ャ
ン
プ
乗
馬
ク
ラ

ブ
を
運
営
業
者
に
予
定
し

て
お
り
、
試
算
で
は
初
年

度
よ
り
黒
字
を
想
定
し
て

い
る
。

本
市
の
介
護
施
設
に
お
け
る

人
手
不
足

問　

本
市
の
介
護
施
設
に

お
け
る
人
手
不
足
の
状
態

は
。福

祉
介
護
課
長　

施
設
に

よ
っ
て
は
、
稼
働
率
を
下

げ
て
運
営
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

問　

市
が
出
し
て
い
る

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
待
機

者
が
２
４
４
人
に
対
し
て

空
き
部
屋
が
１
４
７
室
と

な
っ
て
い
る
が
実
態
は
。

福
祉
介
護
課
長　

単
一
の

方
が
複
数
の
施
設
に
申
請

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

具
体
的
な
数
字
は
把
握
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
の
防
犯
対
策

問　

現
在
２
分
の
１
が
自

治
会
か
ら
の
負
担
で
あ
る
。

自
治
会
の
組
織
率
も
下

が
っ
て
お
り
、
負
担
軽
減

の
必
要
性
も
考
慮
し
市
が

３
分
の
２
を
持
つ
よ
う
に

し
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。

市
長　

今
す
ぐ
に
は
言
え

な
い
が
、
何
ら
か
の
形
で

す
る
と
き
が
来
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　

本
来
地
域
の
防
犯
と

い
う
も
の
は
、
警
察
や
市

の
仕
事
で
あ
り
、
善
意
で

自
治
会
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
で
は
電
気
代
の
維
持

費
も
自
治
会
が
持
っ
て
お

り
、
負
担
の
軽
減
は
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

各
公
民
館
長
、
自

治
会
長
を
交
え
て
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

JRAとの交渉の経緯は
　

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点

ちょっと
ひとりごと

自治会の
負担の軽減を
積極的に！

本市に設置されている防犯灯

馬は直接的な経済動物ではないので
収益性は厳しく見る必要がある

山山
やまやま

中中
なかなか

  雅雅
まさま さ

人人
とと

（さくら会）（さくら会）
市長／２億円規模の助成があり成果を
　　　得た

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50 分以内です。



問　

子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸

命
考
え
て
質
問
・
提
案
し
た

内
容
を
、
市
報
に
載
せ
れ
ば

達
成
感
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

地
域
の
住
民
も
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
載
っ
て
い
る
と
元

気
に
な
る
の
で
市
報
等
で
載

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

今
年
か
ら
子
ど
も

議
会
を
要
望
型
か
ら
提
言
型

に
変
更
し
た
。
学
校
で
、
み

ん
な
で
考
え
て
取
り
組
ん
だ

内
容
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
な
が
ら
上
手
に
プ
レ
ゼ
ン

し
て
い
た
。
来
年
は
広
報
に

お
願
い
し
て
、
ぶ
ち
抜
き
４

面
で
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

か
ご
し
ま
国
体

問　

初
日
、
２
日
目
の
来
場

者
数
は
。

教
育
長　

初
日
は
１
０
０
０

人
、
２
日
目
は
８
０
０
人
で

あ
っ
た
。

問　

体
育
館
周
辺
で
し
か
国

体
の
の
ぼ
り
を
見
な
か
っ
た

が
、
財
部
・
大
隅
で
は
設
置

し
な
か
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

設
置
し
て

い
な
い
。
実
行
委
員
会
か
ら

も
意
見
は
な
か
っ
た
。

問　

台
湾
と
友
好
を
深
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
太
極
拳
は
相

互
文
化
理
解
に
も
な
り
、
健

康
寿
命
も
延
ば
せ
る
。
体
験

教
室
や
演
舞
披
露
を
し
た
ら

ど
う
か
。

市
長　

女
性
が
た
く
さ
ん
参

加
し
て
お
り
、
健
康
づ
く
り

に
良
い
競
技
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
文

化
行
事
と
し
て
、
色
ん
な
取

組
を
し
て
い
き
た
い
。

閉
校
跡
地
の
活
用
法

問　

大
隅
南
小
、
財
部
北

小
、
高
岡
小
の
活
用
状
況
、

予
定
は
。

教
育
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
竹
の

加
工
場
、
ま
た
ジ
ビ
エ
の
処

理
場
な
ど
提
案
や
公
募
は
で

き
な
い
か
。

教
育
長　

地
域
の
意
向
を
最

優
先
し
て
い
る
。
企
業
誘
致

等
を
希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば

提
案
す
る
。
そ
う
い
う
声
が

な
け
れ
ば
地
域
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
が

維
持
管
理
し
て
い
く
。

曽
於
市
総
合
大
学

問　

３
年
制
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
受
講
者
数
が
減
る
の

で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

同
一
の
講

座
を
３
年
受
講
し
て
い
る
方

は
３
６
０
人
い
る
。
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
で
反
対
意
見
が

多
け
れ
ば
、
来
年
度
以
降
は

３
年
制
を
廃
止
す
る
。

子ども議会を
市報に詳しく載せては

一般質問の録画

Link

AnswerAnswer
教育長／ぶち抜き４面で載せるように
　　　　したい

子
ど
も
議
会

ちょっと
ひとりごと

子どもたちの
頑張りは地域を
元気にします

QuestionQuestion

矢矢
やや

上上
がみがみ

  弘弘
ひろひろ

幸幸
ゆきゆき

（れいわ会）（れいわ会）

大隅南
小学校

地域コミュニティの拠点と
して活用中

財部北
小学校

屋外運動場は校区公民館利用
校舎や体育館は未活用

高岡
小学校 校区公民館と協議中

14曽於市議会だより№ 75　令和 6年 2月 1日発行



問　

農
業
公
社
が
取
得
し

た
土
地
の
面
積
・
目
的
は
。

市
長　

農
業
公
社
に
隣
接

す
る
４
１
２
２
平
方
メ
ー

ト
ル
の
雑
種
地
に
、
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
作
業

機
械
等
の
保
管
庫
の
建
設

を
考
え
て
い
る
。

問　

水
田
・
か
ん
し
ょ
基

腐
病
対
策
等
の
農
薬
散
布

の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
の
導

入
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

高
齢
化
対
策
や
薬

剤
散
布
の
労
力
軽
減
の
た

め
、
導
入
に
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

観
光
振
興

問　

曽
於
市
観
光
協
会
の

観
光
事
業
の
実
績
は
。（
過

去
５
年
間
）

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問　

曽
於
市
内
で
開
催
さ

れ
る
住
吉
神
社
の
流
鏑

馬
・
鬼
追
い
祭
り
・
弥
五

郎
ど
ん
祭
り
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
・
宣

伝
に
も
っ
と
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

市
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る

ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
い
と

思
う
。
今
後
、
も
っ
と
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

檍
神
社
が
日
本
二
輪

車
文
化
協
会
か
ら
県
内
２

か
所
目
の
バ
イ
ク
神
社
に

指
定
さ
れ
て
、
11
月
に
開

催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
約

４
０
０
台
の
バ
イ
ク
が
参

加
し
た
。
観
光
振
興
の
た

め
、
ト
イ
レ
整
備
の
助
成

は
で
き
な
い
か
。

市
長　

何
ら
か
の
助
成
が

で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

問　

国
の
天
然
記
念
物
指

定
の
溝
ノ
口
洞
穴
は
携
帯

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
が
、

緊
急
時
に
備
え
て
ア
ン
テ

ナ
基
地
局
の
整
備
を
早
急

に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

現
在
、
取
付
道
路

の
拡
幅
や
電
気
の
送
電
を

計
画
し
て
い
る
。
安
全
対

策
と
し
て
携
帯
電
話
の
基

地
局
も
お
願
い
し
て
い
く
。

台
湾
里
港
郷
と
の
交
流

問　

今
後
の
交
流
計
画
は
。

市
長　

友
好
都
市
協
定
を

見
据
え
、
観
光
や
教
育
等

の
相
互
交
流
や
農
産
物
・

海
産
物
等
の
物
流
の
促
進

を
行
う
た
め
の
基
盤
づ
く

り
を
構
築
し
た
い
と
思
う
。

農業公社にドローンの
導入は

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／今後ドローンによる薬剤散布も
　　　取り組む検討をする

農
業
公
社

ちょっと
ひとりごと

台湾里港郷との
発展的交流を
期待する！

今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

  治治
はるはる

信信
のぶのぶ

（創志会）（創志会）

問　

台
湾
の
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
等
の
果
物
や
海
産
物
を

曽
於
市
の
３
つ
の
道
の
駅

等
で
販
売
し
た
り
、
曽
於

市
の
牛
肉
や
黒
豚
等
を
台

湾
で
販
売
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

今
後
、
多
方
面
か

ら
の
相
互
交
流
を
深
め
て

い
く
。

観光ツアーの実績

年　　度 実施回数

平成30年度 139回

令和元年度 62回

令和 2年度 37回

令和 3年度 34回

令和 4年度 40回

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っていまス。



問　

イ
ノ
シ
シ
の
出
産
頭

数
が
増
え
て
い
る
と
聞
く

が
、
生
態
系
に
つ
い
て
専

門
家
を
加
え
て
議
論
し
た

事
が
あ
る
か
。

農
政
課
長　

専
門
家
等
を

加
え
て
調
査
の
検
討
は
ま

だ
し
て
い
な
い
。

問　

イ
ノ
シ
シ
被
害
を
減

ら
す
た
め
に
一
番
良
い
と

思
う
対
策
は
。

農
政
課
長　

駆
除
活
動
を

行
い
な
が
ら
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
が
効
果
的
で

あ
る
。

問　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

を
設
置
し
た
農
地
の
被
害

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

農
政
課
長　

イ
ノ
シ
シ
の

被
害
・
侵
入
が
減
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

問　

今
後
、
市
単
独
の
支

援
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

も
う
少
し
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
要
件
緩
和

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

問　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

の
設
置
後
、
草
刈
り
が
大

変
と
聞
い
て
い
る
が
、
防

草
シ
ー
ト
を
補
助
し
て
は

ど
う
か
。

市
長　

防
草
シ
ー
ト
を
使

え
ば
効
率
が
良
く
な
る
と

思
う
の
で
、
補
助
で
き
な

い
か
検
討
す
る
。

本
市
の
農
業

問　

遊
休
地
が
増
え
て
い

る
が
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

市
長　

農
業
の
街
な
の
で

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。

問　

畑
か
ん
事
業
の
畑
が

荒
れ
た
場
合
、
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

市
長　

農
業
振
興
の
た
め

の
畑
か
ん
事
業
で
あ
る
の

で
、
早
め
に
対
応
し
た
い
。

人
口
問
題

問　

人
口
を
増
や
す
た
め

に
今
市
長
が
考
え
て
い
る

こ
と
は
。

市
長　

ま
ず
は
交
流
人
口

を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。

問　

交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
に
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長　

空
い
て
い
る
土
地

が
あ
る
の
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
。

市単独の有害鳥獣対策の
支援を

一般質問の録画

Link

有
害
鳥
獣
対
策

ちょっと
ひとりごと

曽於市の農業を
守るための

新たな支援を

出出
いい

水水
ずみずみ

  優優
ゆ うゆ う

樹樹
きき

（れいわ会）（れいわ会）

QuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／財政状況を見ながら検討したい

イノシシから逃げる住民

荒れた休耕地

16曽於市議会だより№ 75　令和 6年 2月 1日発行



問　

当
初
計
画
は
22
億
円

で
あ
っ
た
が
、
大
き
く
膨

ら
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
。

市
長　

大
き
く
膨
ら
ん
だ

こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
民

に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

問　

今
後
、
増
え
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
か
。

市
長　

馬
施
設
に
放
牧
場

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

予
算
規
模
は
、
現
時
点
で

は
示
せ
な
い
。

問　

オ
フ
ィ
ス
の
入
居
者

が
、
現
在
50
％
で
あ
る
。

残
り
の
入
居
者
は
開
設
ま

で
に
埋
ま
る
か
。

市
長　

当
初
募
集
で
は
半

分
し
か
埋
ま
ら
な
か
っ
た

の
で
、
追
加
で
募
集
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
合
せ
は
あ
る
が
、
契
約

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
と
財
部
市

街
地
の
周
辺
整
備
事
業
を

取
り
組
む
と
な
っ
て
い
る

が
、
計
画
は
示
さ
な
い
の

か
。

市
長　

新
年
度
の
施
政
方

針
に
示
し
た
い
。

問　

修
学
旅
行
の
誘
致
な

ど
ソ
フ
ト
面
の
計
画
は
。

市
長　

ま
ち
づ
く
り
は
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
、
Ｓ
Ｋ

Ｌ
Ｖ
の
活
用
は
企
画
政
策

課
を
中
心
に
取
り
組
み
た

い
。
財
部
温
泉
に
つ
い
て

は
、
宿
泊
施
設
も
な
い
こ

と
、
老
朽
化
な
ど
の
問
題

が
あ
り
、
民
間
に
よ
る
改

築
等
を
含
め
、
新
年
度
に

示
し
た
い
。

肉
用
子
牛
生
産
推
進
緊
急

支
援
対
策
事
業

問　

11
月
の
競
り
市
の
価

格
は
。

市
長　

子
牛
価
格
は
、
10

月
ま
で
低
迷
し
続
け
た
が
、

11
月
は
急
上
昇
し
た
。
し

か
し
、
対
前
年
同
月
比
で

は
、
ま
だ
８
万
９
０
０
０

円
の
安
値
で
あ
っ
た
。

問　

市
独
自
の
子
牛
生
産

者
へ
の
支
援
事
業
は
。

市
長　

繁
殖
牛
を
導
入
保

留
す
る
こ
と
に
対
し
て
１

頭
３
万
円
、
70
歳
以
上
の

高
齢
飼
育
者
へ
の
競
り
市

引
付
料
１
頭
４
０
０
０
円
、

子
牛
価
格
下
落
に
伴
う
支

援
を
１
頭
１
万
円
の
支
給

を
実
施
し
て
い
る
。

問　

そ
の
ほ
か
に
国
の
支

援
事
業
は
。

畜
産
課
長　

国
の
価
格
補

て
ん
が
１
頭
当
た
り
８
万

２
０
０
０
円
で
あ
る
。

曽
於
市
独
自
の小規

模
農
家
支
援

問　

稲
作
等
の
小
規
模
農

家
が
、
農
地
の
荒
廃
を
さ

せ
な
い
た
め
に
高
齢
で
も

赤
字
で
も
生
産
し
て
い
る

が
、
支
援
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

支
援
し
て
い
な
い

が
、
規
模
に
関
係
な
く
経

営
を
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
に
支
援
し
た
い
。

岩岩
いわいわ

水水
みずみず

  豊豊
ゆたかゆたか

（新生会）（新生会）

SKLVの総事業費は

一般質問の録画

LinkQuestionQuestion

AnswerAnswer

市長／ 28億4293万円

南
九
州
畜
産
獣
医
学拠

点
事
業

ちょっと
ひとりごと

ＳＫＬＶの成功は、
財部市街地の
まちづくり

価格が下落した市場

完成したＳＫＬＶ
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孤
独
・
孤
立
対
策

問　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
開
始
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　

年
明
け
か

ら
提
供
会
員
の
募
集
・
研
修

を
行
い
、
新
年
度
な
る
べ
く

早
く
開
始
し
た
い
。

問　

利
用
対
象
者
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　

小
学
生
ま

で
を
想
定
し
て
い
た
が
、
そ

の
他
の
要
望
も
あ
る
た
め
、

調
査
・
検
討
す
る
。

問　

適
応
指
導
教
室
の
開
設

時
間
と
送
迎
は
。

教
育
長　

原
則
、
８
時
30
分

～
午
後
４
時
15
分
ま
で
で
、

保
護
者
に
よ
る
送
迎
で
あ
る
。

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の

利
用
支
援
は
。

教
育
長　

支
援
は
な
い
が
、

教
育
の
機
会
均
等
の
観
点
か

ら
今
後
検
討
し
た
い
。

問　

適
応
指
導
教
室
の
送
迎

は
、
保
護
者
の
就
労
に
影
響

す
る
の
で
は
。

教
育
長　

来
年
度
か
ら
適
応

指
導
教
室
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
利
用
す
る
保
護
者
へ
通

学
費
補
助
を
考
え
て
い
る
。

問　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
送
迎
制

度
を
活
用
で
き
れ
ば
保
護
者

の
負
担
軽
減
に
な
る
の
で
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　

利
用
可
能

か
確
認
す
る
。

問　

県
内
で
も
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
へ
の
支
援
を
求
め

る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る

が
。

教
育
長　

現
在
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
に
対
し
て
定
義
は

な
い
が
、
多
様
な
場
所
を
提

供
す
る
こ
と
で
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
絶
た
な
い
よ
う
に
、

国
に
も
制
度
確
立
や
支
援
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

小
児
科
不
足
問
題

問　

本
市
の
状
況
は
。

市
長　

小
児
科
を
掲
げ
て
い

る
の
は
松
岡
救
急
ク
リ
ニ
ッ

ク
分
院
の
み
だ
が
、
曽
於
医

師
会
等
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。

問　
「
子
育
て
し
や
す
い
曽

於
市
」
に
小
児
科
は
重
要
で

は
な
い
か
。

市
長　

現
時
点
の
目
途
は
立

た
な
い
が
、
将
来
的
に
は
小

児
科
病
院
の
実
現
に
取
り
組

み
た
い
。

問　

市
長
自
ら
誘
致
活
動
を
。

市
長　

民
間
の
力
を
借
り
て

ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

は
基
本
。
市
内
の
つ
な
が
り

か
ら
組
織
づ
く
り
を
努
力
し

た
い
。オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
推
進

問　

予
定
は
。

教
育
長　

価
格
面
や
量
の
確

保
が
課
題
。
年
１
、
２
回
く

ら
い
か
ら
始
め
た
い
。

問　

農
業
の
有
機
化
は
避
け

て
通
れ
な
い
が
。

市
長　
「
有
機
農
業
の
ま
ち

曽
於
市
」
を
目
指
し
た
い
。

曽
於
市
産
の
有
機
食
材
を
給

食
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

来
年
度
予
算
を
増
額
予
定
で

あ
る
。

ファミリーサポートセンター
（ファミサポ）事業の進捗は

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

「子育てしやすいまち」
「有機農業のまち」

を実感できる
政策実現を

瀬瀬
せせ

戸戸
とと

口口
ぐちぐち

  恵恵
ええ

理理
りり

（さくら会）（さくら会）

QuestionQuestion

AnswerAnswer
市長／令和６年度の開設に向けて建物を
　　　改修中である

市民団体が活発な活動を行っている薩摩川内市

※預かる場所は，
　原則として
　提供会員の自宅です。

子どもの
預かりを
お願いします

ハイ，
わかり
ました

ハイ，どなたか
連絡してみましょう

コーディネート

会員登録会員登録

サービスの提供

報酬

援助依頼 ファミリー・サポート・センター

援助を受けたい 援助を行いたい

ファミサポのしくみ（県リーフレットより抜粋）
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曽於市消防団×総務常任委員会
曽於市議会では、今年度から議会報告会に代わる新たな
取組として、市民の皆様の多様な意見・要望等を今後の議
会活動の参考とするため、意見交換会を開催することにし
ました。今回は、令和 5年11月 2 日（木）に消防団本部の
皆様と意見交換会を実施しました。

意見交換会「議員と語ろう会」

消防団との意見交換会の様子

2 班に分かれて実施しました

1 班 テーマ「消防団員の確保について」
●分団によっては各自治会から消防団員を出しても

らっている状況もある。また、地域によっては、日
中の災害現場に集まることは難しい状況もある。

●団員確保のために、活動時のケガなどに対する補償
の充実も考えていかなければならない。

●市の職員の消防団としての活動体制の充実が図れれ
ば、火災時にも十分に対応できるのではないか。

●分団を統合するにあたっては、「現状の団員数を減
らす」ということがないようにしなければ、団員が減っ
ていく一方である。

●分団の統合については、分団同志でお互いに活動
内容を十分すり合わせてやっていかなければならな
い。

●団員確保の方策を、消防団の幹部で検討して実施し
てもなかなか厳しい状況である。

2 班 テーマ「地域活動への関わりについて」

●地域活動には、学校行事、花火上げ、駐車場整備
等や、中にはボランティア的に参加しているものな
ど多種多様である。費用弁償の支給対象をさらに明
確にできれば、活動しやすいのではないか。

●消防団に対する地域からの活動要請を事前に市役所
を通じて申請するように確立できれば、スムーズに
いくのではないか。

●野焼きに対する警戒要請について、地域間で連携を
とって野焼きをすることができれば、消防団としても
対応しやすいのではないか。

●分団からの費用弁償等の申請事務が迅速にできるよ
う改善したい。

●分団運営費の交付もあるが、管轄戸数が少ない分団
は、後援会からの活動補助も少なく苦慮している状
況もある。

●消防団本部の活動費用の拡充を図ってほしい。

故人の功績をたたえ故人の功績をたたえ
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　市議会議員大川内冨男氏が、在職中の令和 5年11月 6 日御逝　市議会議員大川内冨男氏が、在職中の令和 5年11月 6 日御逝
去されました。満77歳でした。去されました。満77歳でした。
　同氏は､ 末吉町議会議員に平成15年 5 月に初当選され､ 末吉　同氏は､ 末吉町議会議員に平成15年 5 月に初当選され､ 末吉
町議会で1期（2年2か月）､ 曽於市議会で6期（18年5か月）､ 通町議会で1期（2年2か月）､ 曽於市議会で6期（18年5か月）､ 通
算20年 7 か月にわたる議員活動の中で、町議会議員時代から文算20年 7 か月にわたる議員活動の中で、町議会議員時代から文
教厚生常任委員を長く歴任され、平成23年12月には文教厚生常教厚生常任委員を長く歴任され、平成23年12月には文教厚生常
任委員長として 2年間、そして、平成25年12月から曽於市議会任委員長として 2年間、そして、平成25年12月から曽於市議会
の副議長として 2年間、当時の議長を良く支え、その職責を全の副議長として 2年間、当時の議長を良く支え、その職責を全
うされ、住民福祉の向上と市政発展に寄与されました。うされ、住民福祉の向上と市政発展に寄与されました。
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「
お
ろ
ん
」
の
由
来
。

こ
の
地
域
は
、
昔
、
島
津
藩
の
馬
の

放
牧
場
で
あ
り
、
馬
を
追
い
込
ん
で
捕

獲
す
る
谷
で
「
笠お

ろ

ん
迫
」
と
呼
ば
れ
る

場
所
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
人
が
集
ま

る
場
所
に
し
た
い
と
思
い
「
お
ろ
ん
」

と
命
名
。

お
ろ
ん
市
＆
マ
ル
シ
ェ
は
年
３
～
４

回
開
催
さ
れ
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進

む
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
校
区
内

外
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
地
元
で
取
れ
た
野
菜
、
花
、
手

作
り
の
お
菓
子
、
小
物
類
、
パ
ン
類
、

内
之
浦
漁
港
で
仕
入
れ
た
魚
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
な
ど
多
く
の
方
に
出
店
し
て
い

た
だ
き
、
売
り
切
れ
る
店
が
多
か
っ
た

で
す
。
地
元
、
鎌
田
建
設
社
員
の
皆
さ

ん
が
、昔
な
つ
か
し
い
「
カ
ラ
イ
モ
餅
」

を
子
供
達
と
作
り
、
お
客
さ
ん
に
振
る

舞
い
、
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
、
笑

顔
で
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
目
の
離
せ
な
い
地
域
に

な
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者　
　

議　
　
長　
迫　
　

杉　

雄

前
列
左
か
ら
矢
上
委
員
長
・
瀬
戸
口
副

委
員
長

後
列
左
か
ら
鈴
木
委
員
・
山
中
委
員
・

片
田
委
員
・
出
水
委
員

今回紹介するのは、鹿児島市谷山出身の桐
きり

木
き

平
ひら

 大
たい

河
が

さんです。2023年11月27日に焼き鳥屋「火の鳥」
を旧末吉駅前にオープンしました。

以前は商工会に勤めていましたが、自分も曽於市を
もっと盛り上げたいとお店を出す決意をしたそうです。

駅前にお店を構えた理由を聞きますと、また昔みた
いに駅周りがにぎわって欲しい、地元の食材も沢山
使っているので農家も盛り上げられたらと語っていま
した。

お店の雰囲気も良く、特に炭火で焼いたつくねはと
ても絶品ですので、市民の皆さんにもぜひ食べて欲し
いです。これからの盛り上がりに期待しています！

（出水）

夢
チャレンジ

新
し
く
広
報
委
員
長

に
な
り
ま
し
た
矢
上
で

す
。も

っ
と
市
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
の
こ
と
を

知
っ
て
欲
し
い
、
理
解

し
て
欲
し
い
と
の
意
味

を
込
め
て
、
今
回
か
ら

特
集
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
こ
と

な
の
で
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
以
前
か
ら
挑

戦
し
た
か
っ
た
の
で
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
議
会
事
務
局
と
広

報
委
員
と
一
緒
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。

今
後
も
特
集
ペ
ー
ジ

を
作
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
分
か
り
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
お
届
け

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
要
望
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（矢

上
）

編
集
後
記

おいしかった「カライモ餅」

2 月22日 …………… 開　　会
2 月29日・
3月 4日～ 5日 …… 一般質問
3 月27日 …………… 閉　　会

第 1回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

趣味は
読書の大将
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